
３
月
30
日
（
土
）
午
後
1

時
30
分
か
ら
連
合
「
新
潟
春

季
生
活
闘
争
勝
利
！
中
小
・

地
場
総
決
起
集
会
」
が
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
こ
れ
か
ら

春
闘
交
渉
の
山
場
を
迎
え
る

中
小
・
地
場
の
組
合
を
支
援

す
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も

の
で
、
全
県
か
ら
約
２
３
０

人
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し

た
。集

会
で
は
、
司
会
を
中
越

地
協
野
田
副
議
長
、
ア
ピ
ー

ル
提
案
を
権
頭
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

委
員
会
委
員
長
、
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
渡
辺
副
議
長
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
矢
島
議

長
が
担
っ
た
ほ
か
、
受
付
、

会
場
誘
導
、
デ
モ
行
進
の
先

導
、
警
護
な
ど
集
会
運
営
の

中
核
を
中
越
地
協
幹
事
会
役

員
が
担
い
ま
し
た
。

集
会
で
、
連
合
新
潟
の
小

林
俊
夫
闘
争
委
員
長
（
会
長
）

は
「
持
続
的
な
賃
上
げ
の
流

れ
を
確
実
に
す
る
た
め
に
も
、

最
後
ま
で
の
粘
り
強
い
交
渉

と
支
援
が
重
要
」
と
訴
え
か

け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
，
私
鉄

総
連
、
日
教
組
か
ら
決
意
表

明
を
受
け
、
「
す
べ
て
の
働

く
仲
間
の
生
活
向
上
に
つ
な

が
る
賃
上
げ
を
め
ざ
し
、
春

闘
を
最
後
ま
で
粘
り
強
く
闘

い
抜
く
」
と
し
た
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
ま
し
た
。
最
後

に
中
越
地
協
矢
島
議
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
集
会
を
閉

め
ま
し
た
。

集
会
後
は
、
デ
モ
行
進
を

行
い
ま
し
た
。
会
場
の
Ｎ
Ｃ

ホ
ー
ル
を
出
発
し
、
袋
町
ガ
ー

ド
、
ス
ズ
ラ
ン
通
り
、
大
手

通
を
通
り
、
長
岡
駅
大
手
口

ま
で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

デ
モ
行
進
で
は
、
格
差
是
正
、

労
働
者
へ
の
適
正
分
配
を
求

め
る
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
な

ど
を
行
い
、
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

ま
た
、
集
会
の
受
付
に
お

い
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
食

品
等
を
持
ち
寄
る
、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
を
受
付
で
行
っ
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
寄
贈
品
が

あ
り
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
が

お
か
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

春
季
生
活
闘
争
中
の
闘

争
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
3

月
14
日
（
木
）
に
連
合
新
潟

小
林
会
長
に
よ
る
意
見
交
換

訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
越
地
協
か
ら
は
五
十
嵐

副
議
長
が
同
行
し
て
、
岩
塚

製
菓
労
組
、
立
川
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
労
組
、
日
本
精

機
労
組
、
倉
敷
機
械
労
組
、

日
赤
労
組
、
越
後
交
通
労
組

を
訪
問
し
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
要
求
状

況
、
会
社
と
の
協
議
状
況
、

価
格
転
嫁
の
実
態
、
人
財
確

保
、
そ
の
他
労
働
条
件
の
改

善
な
ど
、
加
盟
組
合
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
巻
く
環
境
を
聞
か

せ
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
連

合
新
潟
へ
の
要
望
な
ど
も
聞

き
、
意
見
交
換
し
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
中
越
地
協
で
は
地

協
４
役
に
よ
る
、
民
間
労
組

激
励
訪
問
行
動
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。

春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組

み
と
し
て
、
２
月
29
日
の
県

中
央
総
決
起
集
会
を
皮
切
り

に
県
内
各
地
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
中
越
地
協
で
も
３

月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
間
、

各
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
覧
表
参
照
）

こ
の
う
ち
長
岡
地
区
で
は

３
月
６
日
（
水
）
午
後
６
時

か
ら
２
０
２
４
春
季
生
活
闘

争
勝
利
長
岡
地
区
総
決
起
集

会
を
長
岡
市
立
劇
場
小
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

集
会
に
は
長
岡
市
内
の
組

合
員
約
１
１
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

集
会
は
野
田
副
議
長
の
司

会
で
進
行
。
矢
島
議
長
は
開

会
に
あ
た
り
、｢

昨
年
に
続

き
生
活
・
物
価
高
騰
に
対
し
、

断
固
と
し
て
賃
上
げ
勝
ち
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正

念
場
の
今
年
勝
ち
取
ら
な
い

と
我
々
労
働
組
合
の
明
日
は

無
い
。
組
合
員
の
期
待
に
応

え
る
賃
上
げ
を
組
合
員
の
た

め
に
闘
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の

た
め
に
こ
の
集
会
で
ベ
ク
ト

ル
を
あ
わ
せ
て
い
こ
う｣

等

と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
飛
田
連
合
新
潟
副

会
長
が
基
調
講
演
。
最
初
に

能
登
半
島
地
震
の
連
合
新
潟

と
し
て
の
対
応
に
ふ
れ
た
後
、

連
合
新
潟
の
春
季
生
活
闘
争

方
針
と
直
近
の
賃
上
げ
要
求

集
計
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、

「
春
季
生
活
闘
争
で
賃
上
げ

を
は
じ
め
と
す
る
要
求
を
勝

ち
取
る
に
は
団
結
が
必
要
、

団
結
な
く
し
て
権
利
な
し
」

と
力
強
く
訴
え
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
次
の
加

盟
組
合
代
表
か
ら
春
季
生
活

闘
争
を
闘
う
決
意
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。
阿
部
さ
ん
（
自

治
労
・
県
職
労
）
、
大
野
さ

ん
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
・
原
信

労
組
）
、
木
村
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

Ｍ
新
潟
津
上
労
組
）
、
高
山

さ
ん
（
日
教
組
・
新
教
組
長

岡
支
部
）
、
橘
さ
ん
（
運
輸

労
連
・
全
日
通
労
組
）
、
野

村
さ
ん
（
基
幹
労
連
・
北
越

メ
タ
ル
労
組
）
。
民
間
労
組

の
皆
さ
ん
か
ら
は
各
労
組
の

賃
上
げ
要
求
内
容
の
報
告
が

あ
っ
た
ほ
か
、
公
務
労
組
も

含
め
て
人
員
不
足
、
多
忙
化

や
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な

ど
各
職
場
の
問
題
点
な
ど
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

後
半
は
、
渡
辺
副
議
長
が

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
提
案
し
、

五
十
嵐
副
議
長
の
閉
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
矢
島
議
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
ヤ
マ
場
に

向
け
て
決
意
を
固
め
あ
い
ま

し
た
。

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
は
、

第
４
回
委
員
会
を
３
月
16
日

（
金
）
18
時
30
分
か
ら
地
協

事
務
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
４
月
20
日

に
小
千
谷
市
の
「
そ
な
え
館
」

で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
、

ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

内
容
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
岡
地
区
メ
ー

デ
ー
や
、
連
合
新
潟
第
28
回

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
へ
の
対
応
な

ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
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「
私
た
ち
は
い
ま
、
人
間
と
自
然
と

を
貪
り
食
う
『
強
盗
文
化
』
の
時
代

に
生
き
て
い
る
。
こ
の
『
強
盗
文
化
』

が
目
指
す
目
標
を
転
換
し
な
け
れ
ば
、

水
色
の
惑
星
で
あ
る
地
球
と
と
も
に

し
た
私
た
ち
の
人
間
の
旅
は
、
つ
い

に
耐
え
が
た
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
」
こ
の
一
文
か
ら
始
ま
る

『
財
政
と
民
主
主
義
』
（
岩
波
新
書
）

20
年
前
の
連
合
評
価
委
員
会
の
副
座

長
で
最
終
報
告
の
と
り
ま
と
め
を
さ

れ
た
神
野
直
彦
さ
ん
の
近
著
で
す
。

▽
い
ま
の
日
本
は
新
自
由
主
義
の
影

響
に
よ
っ
て
格
差
や
貧
困
、
環
境
破

壊
が
広
が
り
、
人
々
の
生
活
環
境
が

崩
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
あ
ら

ゆ
る
決
定
を
市
場
と
政
治
指
導
者
に

委
ね
る
「
観
客
社
会
」
で
よ
い
の
か
、

と
問
う
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
危
機

を
克
服
し
、
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
社
会
を
構
想
す
る
た
め
に
は
市
民

の
共
同
意
思
決
定
の
も
と
で
富
裕
税

の
創
設
な
ど
財
政
民
主
主
義
を
機
能

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
実
現
の
道
筋
と
し
て
、

「
学
び
合
い
、
対
話
を
重
ね
、
近
づ

き
合
い
な
が
ら
相
互
変
容
を
遂
げ
て

い
く
こ
と
に
よ
る
共
同
意
思
決
定
が

実
現
し
て
い
く
こ
と
」
と
い
う
地
域

で
の
協
働
に
よ
る
下
か
ら
の
積
み
上

げ
が
社
会
を
変
え
る
力
に
な
る
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
本
を
読
む
と
20
年

前
に
連
合
評
価
委
員
会
の
中
で
「
市

民
的
参
画
と
社
会
変
革
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
連
合
が
中
心
と
な
り
作

り
上
げ
て
る
こ
と
が
必
要
」
と
提
言

さ
れ
て
い
な
が
ら
、
実
践
で
き
て
い

な
い
こ
と
の
罪
深
さ
が
よ
く
分
か
り

ま
す
▽
た
だ
諦
め
る
に
は
ま
だ
早
い
。

こ
の
本
の
最
後
は
「
私
た
ち
は
終
末

的
破
局
を
恐
怖
し
て
は
な
ら
な
い
。

恐
怖
す
べ
き
は
『
人
間
を
人
間
と
し

て
充
実
さ
せ
る
』
希
望
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
く
意
欲
を
阻
喪
し
て
し
ま
う
こ

と
で
あ
る
」
で
あ
る
と
し
て
「
希
望

を
胸
に
、
意
思
の
楽
観
主
義
に
も
と

づ
い
た
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
、

『
根
源
的
危
機
の
時
代
』
に
生
を
受

け
た
私
た
ち
の
責
任
な
の
で
あ
る
。
」

と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
30
年
ぶ
り
の

大
幅
賃
上
げ
で
、
「
ス
テ
ー
ジ
を
変

え
る
」
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
で
す
。

あたご3
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事務局長

横澤勝之

春
闘
総
決
起
集
会
を
各
地
区
で
開
催

春
闘
山
場
に
向
け
て
意
思
統
一

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

第
４
回
委
員
会
を
開
催

連
合
新
潟
小
林
会
長

春
闘
意
見
交
換
訪
問

春闘総決起集会の開催状況

長岡地区総決起集会 ３月６日(水)

18:00～長岡市立劇場小ホール

見附地区総決起集会 ３月１日(金)

18:30～中央公民館

小千谷地区総決起集会３月７日(木)

18:30～小千谷市民会館

北魚沼地区総決起集会３月８日(金)

18:15～小出ボランティアセンター

南魚沼地区総決起集会３月８日(金)

18:30～ふれ愛支援センター

十日町地区労決起集会３月22日(金)

18:30～サンクロス十日町

連合中越ＳＪネット委員会

学習会「防災について学ぼう」

開催日時 ４月２０日（土）

１０：００～１２：００

会 場

おぢや震災ミュージアム

そなえ館

（小千谷市上ノ山4丁目4-2）

内 容 防災について学ぶ

バスで移動します。

集合場所 長岡駅東口 越後

交通ゴールデンツアー発着所



第
６
回
幹
事
会
で
は
、
矢

島
議
長
は
開
会
の
あ
い
さ
つ

で
、
春
闘
に
関
連
し｢

こ
れ

ま
で
の
連
合
新
潟
の
集
計
結

果
を
見
る
と
高
い
水
準
で
の

妥
結
が
多
い
。
夜
明
け
が
来

た
感
じ
が
す
る
が
、
中
小
の

賃
上
げ
は
未
だ
。
来
年
以
降

の
賃
上
げ
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
こ
れ
か
ら
の
中
小
・

地
場
の
交
渉
や
そ
の
後
の
公

務
員
組
合
関
係
の
取
り
組
み

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ

の
た
め
に
も
今
日
の
午
後
の

中
小
・
地
場
総
決
起
集
会
の

取
り
組
み
は
重
要｣
等
と
述

べ
ま
し
た
。

幹
事
会
で
は
、
前
回
３
月

6
日
以
降
の
春
季
生
活
闘
争

関
連
を
は
じ
め
と
し
た
主
要

日
程
や
各
支
部
の
取
り
組
み

が
報
告
さ
れ
、
承
認
し
ま
し

た
。続

い
て
、
審
議
予
定
事
項

と
し
て
、
地
協
・
支
部
の
中

間
決
算
処
理
、
各
地
区
メ
ー

デ
ー
大
会
、
第
98
回
地
協
委

員
会
日
程
、
第
２
回
支
部
代

表
者
会
議
日
程
及
び
６
月
中

旬
ま
で
の
諸
日
程
を
決
定
し

た
。
ま
た
、
自
治
体
要
望
関

係
や
第
49
回
勤
労
者
ゆ
と
り

釣
魚
大
会
関
係
、
農
業
・
食

料
・
環
境
問
題
を
学
ぶ
運
動

等
の
実
行
委
員
会
関
係
も
決

定
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
長

岡
地
区
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員

会
で
は
、
矢
島
実
行
委
員
長

（
中
越
地
協
議
長
）
の
開
催

あ
い
さ
つ
で
、｢

今
年
は
、

ウ
イ
ル
ス
禍
前
と
同
じ
体
制

で
開
催
し
た
い
。
家
族
を
含

め
て
多
く
の
参
加
を
募
っ
て

ほ
し
い
。
い
っ
し
ょ
に
メ
ー

デ
ー
を
作
り
盛
り
上
げ
た
い｣

等
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
岡
地
区
メ
ー

デ
ー
実
施
資
料
（
案
）
に
基

づ
き
実
施
内
容
を
確
認
し
ま

し
た
。

先
ず
、
全
県
統
一
テ
ー
マ

｢

震
災
か
ら
の
復
興
と
、
す

べ
て
の
働
く
仲
間
の
賃
上
げ

を
実
現
し
よ
う
！｣

と
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン｢

連
帯
の
力

で

平
和
と
人
権
を
守
り
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
！
被
災
地

の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
み

ん
な
で
支
え
合
い
・
助
け
合

お
う
！｣

を
確
認
し
ま
し
た
。

第
95
回
長
岡
地
区
メ
ー
デ
ー

実
施
内
容
に
つ
い
て
次
の
内

容
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆
メ
ー
デ
ー
会
場
の
準
備
は
、

当
日
午
前
８
時
か
ら
幹
事
会
、

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
と
動
員

者
で
行
う
。
◆
メ
ー
デ
ー
当

日
（
１
日
）
は
、
８
時
40
分

に
市
内
３
箇
所
（
Ａ
集
団
南

町
公
園
・
Ｂ
集
団
防
災
公
園
・

Ｃ
集
団
幸
町
公
園
）
か
ら
デ

モ
行
進
で
長
岡
市
立
劇
場
大

ホ
ー
ル
に
集
結
す
る
。
◆
大

会
開
会
は
９
時
45
分
と
す
る
。

◆
記
念
講
演
は
、
山
口
達
也

さ
ん
で
、
演
題
は｢

人
生
を

あ
き
ら
め
な
い｣

。
◆
地
域

貢
献
事
業
は
、
能
登
半
島
地

震
の
被
災
地
支
援
を
行
っ
て

い
る｢

チ
ー
ム
中
越｣

と
３
０

周
年
を
迎
え
る｢

平
和
の
森

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会｣

に
寄
贈
す
る
。

ま
た
、
今
年
も
フ
ー
ド
バ

ン
ク
な
が
お
か
と
連
携
し
た

｢

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ｣

を
、
各

集
団
集
合
場
所
と
大
ホ
ー
ル

入
口
で
食
品
を
受
け
入
れ
る

こ
と
。
恒
例
の
プ
ラ
カ
ー
ド

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
う
こ
と
等

も
決
定
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
能
登
半
島
地
震
被
災
地

支
援
募
金
活
動
を
行
う
こ
と

等
を
決
定
し
ま
し
た
。

２
月
26
日
（
月
）
、
長
岡

市
の
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
第
４
講
座
「
性
暴
力
・

性
虐
待
を
許
さ
な
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
女
の

ス
ペ
ー
ス
・
な
が
お
か
」
で
、

24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な
が
お

か
の
会
長
荻
野
さ
ん
は
、

「
ス
ペ
ー
ス
」
が
開
設
後
25

年
を
経
て
、
年
間
約
１
５
０

０
件
の
相
談
が
あ
る
中
で
、

性
暴
力
や
性
虐
待
の
問
題
が

多
い
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
子
ど
も
・
人
権
ネ
ッ
ト
・

Ｃ
Ａ
Ｐ
・
に
い
が
た
」
か
ら

講
演
が
行
わ
れ
た
。

Ｃ
Ａ
Ｐ
は
、
子
ど
も
の
人

権
を
守
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
１
９
７
８
年
に
ア
メ

リ
カ
で
始
ま
り
、
85
年
に
日

本
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
Ｃ

Ａ
Ｐ
で
は
、
「
安
心
」
「
自

信
」
「
自
由
」
と
い
う
子
ど

も
た
ち
の
権
利
に
つ
い
て
学

び
、
自
分
を
守
る
力
を
養
う

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、
学
校
で
行
わ

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
端
が

披
露
さ
れ
、
参
加
者
に
は
小

学
校
5
年
生
の
立
場
に
戻
り
、

暴
力
に
対
す
る
正
し
い
知
識

や
対
処
方
法
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

性
暴
力
や
性
虐
待
が
子
ど
も

に
与
え
る
影
響
や
、
子
ど
も

た
ち
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
権

利
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
説
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
同
士
の
助

け
合
い
や
大
人
が
子
ど
も
を

支
援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
が
、
子
ど
も
の
孤
立
を

減
少
さ
せ
る
上
で
重
要
で
あ

る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
性
暴
力
や
性

虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に
、

「
Ｎ
Ｏ
！
」
、
「
Ｇ
Ｏ
！
」
、

「
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
！
」
と
い
う
対

処
方
法
が
示
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
自
ら
を
守
る
こ
と
の

重
要
性
が
促
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
子

ど
も
の
権
利
を
守
り
、
性
暴

力
や
性
虐
待
を
な
く
す
た
め

の
社
会
へ
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

３
月
２
日
（
土
）
、
ハ
イ

ブ
長
岡
会
議
室
で
、
「
知
的

障
害
・
発
達
障
害
に
由
来
す

る
感
覚
や
気
持
ち
を
疑
似
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と

題
し
た
、
第
５
講
座
が
開
催

さ
れ
、
51
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
主
催
は
「
ゆ
い
ジ
ョ
ブ

な
が
お
か
」
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

ゆ
い
ジ
ョ
ブ
な
が
お
か
の
山

内
代
表
が
、
「
私
た
ち
は
支

援
が
必
要
な
子
供
た
ち
に
職

業
体
験
を
提
供
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
り
、

今
日
は
み
つ
ば
ち
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
か
ら
障
が
い
者
の
気
持

ち
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
う
」

と
述
べ
ま
し
た
。

み
つ
ば
ち
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

は
、
障
が
い
者
雇
用
の
支
援

を
目
指
し
、
新
潟
市
内
の
企

業
な
ど
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
く
団
体
で
す
。
２
０
１
４

年
に
結
成
さ
れ
、
新
潟
市
の

障
が
い
福
祉
課
が
連
絡
先
と

な
っ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
パ
ン
屋
を
営

む
工
藤
代
表
や
、
障
が
い
者

支
援
施
設
で
働
く
松
村
さ
ん

が
自
己
紹
介
。
そ
の
後
、
障

が
い
者
の
気
持
ち
を
体
験
す

る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

参
加
者
は
障
が
い
者
の
気
持

ち
を
理
解
す
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
行
い
ま
し

た
。障

が
い
者
と
の
接
し
方
や

配
慮
の
重
要
性
を
学
ぶ
中
で
、

あ
い
ま
い
な
表
現
を
避
け
、

具
体
的
な
説
明
や
確
認
を
す

る
こ
と
の
重
要
性
が
浮
き
彫

り
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ン
グ
ル
フ
ォ
ー

カ
ス
や
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム

を
通
じ
て
、
自
身
の
思
い
込

み
や
障
が
い
者
の
気
持
ち
に

気
づ
く
機
会
も
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、

参
加
者
は
障
が
い
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
配
慮

の
在
り
方
に
つ
い
て
学
び
、

よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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3
月
8
日
に
魚
沼
市
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

春
闘
総
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
越
地
協
か
ら
は

野
田
副
議
長
よ
り
お
話
し
い
た
だ
き
、
中
越
地
域
に
お
け

る
新
卒
採
用
で
の
労
働
者
確
保
の
取
組
み
な
ど
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

各
単
組
か
ら
の
報
告
で
は
若

年
層
だ
け
で
な
く
、
高
齢
層
を

含
め
た
全
体
的
な
賃
上
げ
の
必

要
性
や
、
地
域
外
へ
の
労
働
人

口
の
流
出
、
能
登
半
島
地
震
で

の
36
協
定
に
関
す
る
時
間
外
対

応
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。
少
人
数
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
春

闘
の
ヤ
マ
場
に
向
け
結
束
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
４
な
が
お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
20
日
の
第
１
講
座
か
ら
３
月
２

日
の
第
５
講
座
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
紙
面
の
関
係
上
、
前
号
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
第

４
講
座
と
第
５
講
座
の
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

地 区 開催日時 会 場

長 岡 5月1日(水)9:45 長岡市立劇場大ホール

見 附 5月1日(水)18:00 アルカディア小ホール

小千谷 4月28日(日)10:00 小千谷市民会館

北魚沼 4月27日(土)10:00 小出ボランティアセンター

南魚沼 4月27日(土)9:30 南魚沼市民会館

十日町 4月27日(土)9:30 クロステン十日町

第
６
回
地
協
幹
事
会
と
第
95
回
長
岡
地
区
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
が
、
３
月
30
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
段
の
地
協
幹
事
会
で
は
、

各
地
区
メ
ー
デ
ー
大
会
や
当
面
の
諸
課
題
を
協
議
決
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
の
メ
ー
デ
ー

実
行
委
員
会
で
は
、
各
集
団
長
と
副
集
団
長
、
救
護
班
及
び
地
協
幹
事
会
役
員
の
任
務
等
を

確
認
し
ま
し
た
。

第
４
講
座
「
性
暴
力
・
性
虐
待
を
許
さ
な
い

社
会
を
つ
く
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

第
５
講
座
「
知
的
障
害
・
発
達
障
害
に
由
来
す
る

感
覚
や
気
持
ち
を
疑
似
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」


